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第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」
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期
日

2010年（平成22年) 8月10日(火)

会
場

●(岡山県)

15:15 男子2回戦

岡山教員 50 112 T-REX
(東京都)○

主審 副審 角平　和優  樋口　道典
場
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岡山教員 T-REX
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 5 1 1 0 0 5 0 4 0 0 0 0 0 2 0

5 - - - - - - - 5 0 0 0 0 0 0 0

6 1 0 0 1 0 1 0 6 ＊ 3 1 0 0 0 2 1

野 田 周 吾

伊 藤 陽 一

－ －

井 上 武 士

佐 藤 泰 輔

阿 部 耕 平

選　手　氏　名 選　手　氏　名

渡 邊 敬 太

－ － － －
OT1 OT2

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ OT1 OT2

－－ － － －
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

03:04 － 22:15
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6 1 0 0 1 0 1 0 6 ＊ 3 1 0 0 0 2 1

7 6 2 0 0 0 1 1 7 ＊ (C) 4 0 1 2 0 2 1

8 - - - - - - - 8 ＊ 21 0 9 3 0 5 0

9 2 0 1 0 0 1 1 9 4 0 2 0 0 2 2

10 ＊ 12 0 6 0 0 2 0 10 ＊ 11 0 4 3 0 2 0

11 ＊ (C) 4 0 2 0 0 3 1 11 11 1 4 0 0 2 2

12 ＊ 15 0 7 1 0 2 1 12 14 0 7 0 0 2 0

13 - - - - - - - 13 ＊ 21 3 6 0 0 3 0

14 - - - - - - - 14 2 0 1 0 0 2 2

加 藤 拓 人

伊 藤 陽

福 島 孝 太

小 林 祐 哉

落 合 直 也

仲宗根 篤 史

渡 部 健太郎

井 上 武 士

松 本 海 彦

長 田 陽 佑

仁 田 慶 大

村 上 宗 文

田 淵 徹

豊 福 一 歩

二ノ宮 健 一

河 野 翔 太

一番ヶ瀬 浩之

岩 瀬 大 介
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14 14 2 0 1 0 0 2 2

15 ＊ 4 0 2 0 0 5 0 15 6 0 3 0 0 6 0

16 1 0 0 1 0 0 0 16 0 0 0 0 0 3 5

17 - - - - - - - 17 6 0 3 0 0 3 1

18 0 0 0 0 0 0 1 18 9 0 3 3 0 3 0

50 3 19 3 0 20 5 112 5 43 11 0 39 14

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

板 橋 誠 司

渡 部 健太郎

船 本 進

小田桐 匠坪 井 健 司

高 島 清 光山 本 幸 広

コーチ 阿 部 哲 也

合計 合計

村 上 宗 文

大 矢 嘉 郎古 田 直 也

井 上 武 士 コーチ
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戦　　評

1Q.両チームハーフコートマンツーマン。東京＃13の連続得点で0-4。東京の激しいディフェンスが岡山のミ

スを誘う。岡山はたまらずタイムアウト。その後、両チームフリースローなどで得点を重ね、3-10。東京＃

７の安定したコントロールから速攻や＃13の連続３Pなどで、10-30で終了。

2Q.東京#15の得点で始まる。岡山は、なんとか差を縮めたいが、東京にリバウンドを支配され、ファールを

重ねる。東京＃11、岡山＃４の連続得点などで、残り３分で16-45。

3Q.両チーム2-3ゾーンディフェンスで始まる。東京はオールコート2-2-1のゾーンプレスを敷き、一気に試合
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1Q.両チームハーフコートマンツーマン。東京＃13の連続得点で0-4。東京の激しいディフェンスが岡山のミ

スを誘う。岡山はたまらずタイムアウト。その後、両チームフリースローなどで得点を重ね、3-10。東京＃

７の安定したコントロールから速攻や＃13の連続３Pなどで、10-30で終了。

2Q.東京#15の得点で始まる。岡山は、なんとか差を縮めたいが、東京にリバウンドを支配され、ファールを

重ねる。東京＃11、岡山＃４の連続得点などで、残り３分で16-45。

3Q.両チーム2-3ゾーンディフェンスで始まる。東京はオールコート2-2-1のゾーンプレスを敷き、一気に試合

をたたみかけにかかる。途中、岡山は、＃７と＃４の連続P3などで、反撃を試みるが、38-80で終了。

4Q.両チームハーフコートマンツーマンに戻す。東京は激しいディフェンスとインサイドから得点を重ね、残

り５分で40-94。岡山も善戦するが、最後まで東京の勢いが衰えることはなく、51-112で試合終了。東京のス

ピードと高さの際立つ試合であった。
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